
令和８年熊本地震への対応について

令和8年8月19日
定例会見
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今回の経緯（発災当初）

日付 主な事項
7/28 16時27分地震発生、16時30分に日本医師会災害対策本部設置

7/29 ・厚生労働省医政局長、熊本県知事より日本医師会に対してJMAT派遣要請
・日本医師会、福岡県医師会に対して先遣JMATの派遣要請、即日派遣
・日本医師会、九州地区当番県医師会である鹿児島県医師会に対してJMATの派遣依頼

7/30 ・松本会長、横倉義典先生（福岡県医師会）、出口宝先生（沖縄県医師会）を本部統括JMATに任命。
出口本部統括JMAT、熊本県庁に熊本県JMAT調整本部を立ち上げへ

7/31 ・横倉・出口両本部統括JMATの医療支援ニーズの評価により、
日本医師会、全国の都道府県医師会に派遣要請

8/1 ・宇城地域（福岡県医師会統括JMAT）、八代地域（鹿児島県医師会統括JMAT）にそれぞれJMAT調
整地域本部を立ち上げ

8/2 ・支援JMAT派遣開始（熊本県医師会による被災地JMATは以前から開始）

その後の動き
• 8月5日 「はくおうⅡ」におけるJMATの派遣（8月10日より再開）
• 8月7日 日本医師会との協定により、日本災害医学会コーディネーションサポートチームのJMATとして

の派遣開始。各調整本部に配置
• 8月15日 定期ミーティングにて、ニーズ変化を踏まえ、JMATの派遣体制の再構築について協議
• 8月17日 日本医師会より各都道府県医師会に対し、九州以外のJMAT派遣体制の再構築を行う旨を通知

定期ミーティングにて同様の説明
• 8月18日 第3回災害対策本部会議において、需要に応じてJMATの数を調整していく方針を説明 2



熊本県JMAT調整本部
7月30日開設

拠点：熊本県庁防災センター313会議室
（301会議室より8/18移転）

熊本県医師会

ＪＭＡＴ調整宇城地域本部(拠点：宇城保健所)
８月１日開設、1７日移転

〒869-0532 熊本県宇城市松橋町久具400-1

(旧拠点：宇城広域連合 8/１６まで）

JMAT派遣方針の決定
各チームの派遣を実施等

令和８年熊本地震 熊本県JMAT体制図（概要）
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ＪＭＡＴ調整八代地域本部 (拠点：八代保健所)
８月１日開設、4日移転、12日再移転

〒866-0811 熊本県八代市西片町1660
(旧拠点：熊本労災病院8/3まで、八代市役所8/11まで）

日本医師会

日本医師会災害対策本部
本部長 松本吉郎

日本医師会ＪＭＡＴ本部
本部長 藤原慶正

• 熊本県医師会との調整
• 国との調整並びに要請
• 都道府県医師会に対するJMAT

チーム編成の要請等

2026.08.19時点

日本医師会
事務局リエゾン

支援・連携

・県災害対策本部会議等、
各種会議への参加

・被災地域の情報収集
・被災地JMATの派遣

熊本県医師会災害対策本部
本部長 水足 秀一郎
拠点：熊本県医師会館4階

熊本県医師会
事務局リエゾン

JMATはくおうⅡ (拠点：くまモンポート八代)

8月5日開設
〒866-0034 熊本県八代市新港町１丁目２５

都道府県医師会
（全国）

九州医師会連合
各県医師会

統括JMAT・支援JMAT
の編成・派遣

統括JMAT 統括JMAT

統括JMAT

日本災害医学会
CoST

日本災害医学会
CoST

日本災害医学会
CoST

※CoST：コーディネーションサポートチーム：本部機能の支援

被災地JMAT

【主な業務】
・医療支援と健康管理
・公衆衛生支援 

(被災地の避難所等) 
・被災地医師会支援
・現地の情報の収集・把握、
関係者への情報発信と共有

等



DMATが撤収する中で、地域医療を支えるための診療支援
（給水支援・お盆期間の診療支援）

給水支援

● 断水が続く医療機関への生活用水支援
を開始

● 給水車が届くまでの「つなぎ」を
JMATが担う

（事例）

宇城：20Lポリタンク30個（約600L）
を確保し、医療機関へJMATが搬送

八代：給水拠点を設置し、医療機関等へ
の給水を展開

お盆期間の診療支援

● 地域医療機関の休診状況・必要支援数
を調査

● 地元医師が休める体制を確保しつつ、
地域医療を維持

（事例）

八代：八代市医師会の当番医等へのJMAT
支援を調整

⇒この他にも避難所・福祉施設等での医療支援、疲弊した医療従事者を休ま
せるための診療支援等、地域のニーズをすくい上げて対応（現在進行形）

※8月13日一般のDMATの撤収
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地域医療を支えるための診療体制支援
（被災医療機関の看護師との連携）

被災地JMATとして活動
（病院支援）

看護師

医師

被災地JMATとして病院支援。
↓

このスキームを活用し、他の
病院・診療所にも支援を拡大。

被災して患者避難した
病院から看護師を派遣
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6

地域医療を支えるための診療体制支援
（被災医療機関の看護師との連携）

（看護師へのメリット）
・活動可能な被災地の看護師の有効活用

（ＪＭＡＴへのメリット）
・地元看護師の同行により、詳細な情報収集が可能
・被災地域の方々との仲介（被災医療機関や被災者）

看護師

事務

医師

支援JMAT(県外から派遣)

医療機関 避難所

令和6年能登半島地震で
被災した石川県医師会の
チームに参加
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被災して患者避難した
病院から看護師を派遣



「はくおうⅡ」を活用した支援

• 避難住民の入浴・食事等のリフレッシュ支援に加え、医療支援を実施。
• 熊本県医師会の被災地JMATが医療支援に従事。

はくおうⅡ（八代港）
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松本会長による現地視察

被災地された熊本県医師会・郡市区等医師会・医療機関から、
状況や支援ニーズを聞き取るとともに、現地で活動するJMATを視察

JMAT調整宇城地域本部（写真提供：愛知県医師会）
左から福田熊本県医師会前会長、水足熊本県医師会長

・下益城郡医師会江上会長

被災したクリニックを訪問
熊本県JMAT調整本部（熊本県庁）

本部統括JMATの横倉福岡県医師会常任理事から
ヒアリング

8



定例ミーティング

熊本県医師会、全国の医師会と
JMAT調整本部・地域本部との情報共有

発災当初から、毎日18時に定例ミーティング
を開催（議事要旨は日々共有※今週より月水金開催）
（参加者）
・日本医師会JMAT本部
・JMAT調整本部・地域本部 統括JMAT
・熊本県医師会
・派遣元となる全国の都道府県医師会

定例ミーティング 活動報告書の共有

派遣された隊からの報告書は、個人情報等に
留意して、都道府県医師会間で共有

⇒同じ地域に派遣される都道府県医師会等が、
現地の状況を事前に確認可能。

日医より県庁設置のJMAT調整本部に職員を継続派遣。熊本県医・災害医学会
・関係団体等と連絡、千数百件に及ぶチャット等で日医会館と情報共有 9



JMAT活動の概念図（大規模災害時のイメージ）

時間経過

医
療
支
援

DMAT

発災

日本医師会「JMATに関する災害医療研修会」（2012年3月10日）資料（「DMATとJMATの
連携」（小林國男 日本医師会「救急災害医療対策委員会」委員長（当時）を改変したもの

（１） （２） （３） （４）

※欄外（０）～（４）については、
別図 「JMAT段階別活動内容」を参照

被災地の医療機関の
復旧、被災郡市区等
医師会の活発化

JMAT派遣終了後、医師等の不足、医
療ニーズの高まりや医療へのアクセ
ス困難が起き、外部からの医療支援
が必要な場合。ニーズに応じた専門
外来などの派遣も含む

JMATⅡ

支援JMAT

JMAT撤収に
向けて地元へ
の引継ぎ

先遣JMAT
「支援JMAT」
の要否判断

医療
需要量

（０）

JMAT

「JMAT調整本部」の設置
本部統括JMAT

被災地の
医療提供量 JMATの派遣

先の絞り込み

被災地JMAT
（被災都道府県医師会）

「JMAT調整地域本部」の設置
統括JMAT

被災地JMAT

の自律的災
害医療活動

令和８年熊本地震では、
熊本県医師会による被
災地JMAT派遣が早期

から実施
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7/29 7/30 7/31 8/1 8/2 8/3 8/4 8/5 8/6 8/7 8/8 8/9 8/10 8/11 8/12 8/13 8/14 8/15 8/16 8/17

その他 はくおうⅡ 八代 宇城 調整本部 全域 １日あたりの活動チーム

令和8年熊本地震
1日あたりJMAT派遣チーム数（2026年8月17日） 12時時点

※１各地の支援チームには、Diamat、DVTチームを含みます。
※２その他は、先遣隊、調整不要のチーム、医師会のロジ支援チームを含みます。

延べチーム
数

延べ隊員数
1日当りチーム数累
計

全域 3 8 3

調整本部 23 69 57

宇城 54 249 117

八代 81 347 179

はくおうⅡ 9 40 22

その他 22 63 46

計 192 776 424
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断水が解消されれば、多く
の地元医療機関が通常診療
に戻ることができる。
水道復旧が進んでおり、
また、避難所も減少傾向に
ある。

水道の復旧状況、避難所数の推移

出所
・国土交通省WEBサイト（8月19日）
・第17回政府非常災害現地対策本部会
議、第24回災害対策本部会議（8月17
日）
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大量派遣から、継続的なラインによる支援のフェーズへ

・熊本県医師会 被災地JMAT
・九州医師会連合会 先遣JMAT・本部統括JMAT・統括JMAT・支援
JMAT
・全国の医師会 統括JMAT・支援JMAT

⇒熊本県医師会自ら、また九州医師会連合会、そして全国からのJMAT派遣により、大事に至らず
に済むことができた。今後は、派遣先の絞り込み・集約、いずれ地元への引継ぎへ 13

地元医療機関の
復旧、断水の解
消等によるライ
フライン問題解
消、避難所統廃
合等により、支
援ニーズの変化

他方、地元医療
機関のフル復旧
は4割弱。避難者
数3,000人程度存
在
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